
えっへん！

こんなふうに
なりたい！

今日することは
なあに？

音読
しなくちゃ

学校に入ったら
友だちをたくさん
つくりたいな

あんなことを
やりたい！

はじめは、親も一緒に片付け、徐々に一人でできるようにしましょう

活動する場所の環境づくり 活動する場所の環境づくり 

子どもが自分から ｢～したい｣と言ったときが、
伸びるチャンスです

子どもが自分から ｢～したい｣と言ったときが、
伸びるチャンスです

子どもに考えさせましょう。自分で決めた方が、集中しやすく、はかどります

やる気を育てる心の環境づくり やる気を育てる心の環境づくり 

　生活や学習の習慣は、小さい頃からの積み重ねによって身に付きます。
　子どもの小さながんばりを見逃さず、その時、ほめる言葉や励ましの言葉をかけながら、長い目
で見守り、根気よくサポートしていきましょう。  

友だちの話を
よく聴こう

自分から
あいさつ
してみよう

席の近い人の
名前を
覚えよう

ステップステップ ステップステップ ステップステップ

子どものやる気をサポート 自立した子を育てる 親のかかわり方

親がさせるのではなく
子どもの｢自分でできた！｣を大切にする

　「良い学びは良い環境から」と言われるように、子どもが生活や学習の習慣を
身に付けていくためには、子どものやる気を育てることが大切です。 

「やらされてる感」より「やっている感」

例えば、毎日の宿題をする時、どんな声をかけたらいいでしょう。

 

自分の持ち物を
自分で整理整頓できるようになると… 

●使いたい物がすぐに用意できる
●始めようと思ったときにすぐに取りかかれる
●学校へ行く準備がスムーズにできる
●忘れ物が少なくなる
●物を大切にする など

親ができる手助け

おやつを
食べたい

見たいテレビが
あるんだ

５時まで遊んだら
すぐに宿題しよう

テレビが始まる前に
音読するから聞いてね

音読なら
台所で聞けるよ

夕食までに宿題が
終わってたら、
ゆっくりできるね

６時までなら宿題を
みてあげられるよ

宿題あるん
だよね

④決めたことを達成できたら、 
　がんばった子ども自身をほめる。

励ますことが、またがんばろう
という意欲につながる

③ステップが少しでもできたら、
　ほめて励ます。

①どうしたらできるようになるか、
　どんなことをがんばるか、
　相談にのって一緒に考える。
具体的なステップを考える

自分でやろうと
思わせることがポイント

②自分にできそうなものを
　子ども自身に選ばせる。

★子どもの話をよく聞いて、
　信頼関係を築きましょう
★当たり前のことやできたことを
　ほめて、自信を持たせましょう

日頃から心がけて
　　おきたいこと

自分からやろうと決めたことを、
親が見守り、

励ます姿勢が大事です 

例えばこんな場合

友達と
遊びたい
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